第28962号    2009年2月8日                         　教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　対立についての新しい見解　　Ｉコリント10:31-11-1
アイデア：対立はあなたの霊的成長のために障害となるのではなく、むしろ良い機会となり得る。　

　　　　　対立がないことは良いことであるが、あってもそれをよりキリストに近づける機会にす　

　　　　　ることができる。
I．偽りの平和、平和の破壊、平和を造り出す
A.　逃避の応答―偽りの平和
１．拒否：問題に関わりたくないため、無いように装うか解決しようとしない態度をとるが、一時はお　

　　さまるように見えても、事態はさらに悪化する。　創世記16:1-6、Ｉサムエル2:22-25
２．逃避：問題解決を引き伸ばし、逃げ回り、往々にして有害な手段で解決しようとする。　創16:6-8
３．自殺：問題の解決にならないばかりでなく、もっと悲劇をもたらす。　Ｉサム31:4
　　B.　応酬―平和の破壊をもたらす
　　　１．攻撃：言葉と行動の両方あり、また経済的、或いは職業的な面で害を与える。使徒6:8-15
　　　２．訴訟：人間関係を損ない、正義を達成することも難しい。　使徒24:1-26:32、Ｉコリント6:1-8
　　　３．殺害：最悪の破壊行為で、心の中で殺意をいだいてもいけない。　マタイ5:21-22、Ｉヨハネ3:15
　　C.　平和を造り出すための応答　－　個人の間において
　　　１．善意の無関心：些細なことにこだわらないで、許す態度。　箴言12:16;19:11、コロサイ3:13
　　　２．和解：見過ごしにできない大きなことは、和解に努める。　箴言28:13、マタイ5:23-24、
　　　３．交渉：理性的、金銭的、所有権的なものが含まれ、相手の立場を考慮する。　ピリピ2:4
　　D.　平和を造り出すための応答　－　補佐
　　　１．仲裁：当事者同士で解決できないとき、仲介者の助けが必要。　マタイ18:16
　　　２．仲裁裁判：平和裡に解決できないときの、法的裁定もあるが、好ましくない。　Ｉコリント6:1-8
　　　３．責任：クリスチャン同士が和解できないとき、教会の指導者が仲裁に入る。　マタイ18:17
II．対立についての聖書的見解
A. 神の栄光をあらわす

　　　１．神に信頼をおく。他の人たちと反対でも、また自分の知識にも頼らない。　箴言3:5-7
　　　２．神に従う。弟子として、主の戒めを守り、従う。　ヨハネ14:15-31
　　　３．神にならう。主の模範にならい、愛のうちに歩む。　エペソ5:1-2、Ｉヨハネ2:6
　　　４．神をあがめる。いかなる状況に立たされても、全身全霊で御心に従う。　Ｉペテロ3:15
　　B.　他の人に仕える
　　　１．自身のことばかりでなく、他の人を顧みる。　ピリピ2:3-4
　　　２．互いに重荷を負い合う。　ガラテヤ6:2
　　　３．罪に陥っている兄弟を、柔和な心をもって正してあげる。　ガラテヤ6:1
　　C.　よりキリストの御形に成長する。

　　　１．対立は、あなたが清められるために、罪をあらわにする。　ヘブル12:11
　　　２．対立は、あなたが神の強さを見出すために、弱さを示す。　IIコリント12:9
　　　３．対立は、あなたがキリストのために愛をあらわすことができるために、あなたを教えることでき
　　　　     る。　ヘブル5:8　
　　　　

　　大切なことは、勝とうとすることでなくて、平和を造り出すことである。
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